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千葉県県土整備部河川計画課事業計画室

洪水時の雨量・水位の情報提供

・平成１６年災害の教訓

・水防法改正の内容（１）（２）（３）

・栗山川流域の雨量・水位情報

・「インターネット」による情報提供

・河川情報の積極的な提供

・水防法とは？

参考資料4

平成１６年災害の教訓

（急激な変化に対する対応の遅れ）
・局地的集中豪雨により、中小河川の激変
・避難勧告を行う基準が不明確
・避難勧告が発令されない，もしくは情報が届かない

（対応策）
・ある一定水位を超えた場合の水位の公表
・避難の目安となる水位の設定
・洪水ハザードマップの整備と情報伝達体制の確保

水防法とは？

河川改修工事の完成までは、現堤防で洪水に対応。

改修工事完了後でも、異常洪水に見舞われる可能性
あり。

水防活動により重大な惨害を免れることができる。

（水防法の目的）
水防管理者と河川管理者が車の両輪の如く相互に補完・協力し

あってこそ、洪水に際し、水災を警戒し、防ぎょし、これによ
る被害を軽減する。

水防法改正の内容（１）

水位の通報及び公表（第１２条の２）
警戒水位を超えるときは、その水位の状況を公表しなければなら
ない。

警戒水位

水位上昇中

川の流れ
通常の水位

水位の公表

水防法改正の内容（２）

知事が行う水位情報の通知及び周知（第１３条の２）
水位情報周知河川について、特別警戒水位を定め、水位がこれに
達したときは水防管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関
の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。

警戒水位

特別警戒水位

川の流れ

さらに水位上昇

浸水被害の発生の恐れ

避難の目安

特別
警戒
水位

に上
昇中

平成１８年度以降、

栗山川を「水位情報周知河川」として指定することで、

水防法改正の内容（３）

浸水想定区域における円滑
かつ迅速な避難を確保する
ための措置（第１５条第４
項）

浸水区域をその区域に含む
市町村の長は、情報の伝達
方法、避難場所などを記載
した印刷物の配布その他必
要な措置をとらなければな
らない。

洪水ハザードマップ
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栗山川流域の
雨量・水位情報
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水位観測所 ２箇所

雨量観測所 ４箇所
インターネットの検索サイトから
「ＷＩＮＣ２」と入力し、検索すると
簡単に見つけられます。

・雨量観測情報
・水位観測情報
警戒水位、特別警戒水位
・気象注意報、警報発表状況

提供情報

接続方法

「インターネット」による情報提供

河川情報の積極的な提供

インターネットによる情報提供

・県雨量、水位観測情報の提供

（雨量90､水位109観測所、降雨時１０分観測）

防災気象情報千葉
（Weather information chiba）

・一般への水位到達情報等周知

テレビ局と連携した情報提供

・緊急情報としての報道

2005.9.1～

2006.4 以降
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